
ウ
ソ
と
誤
解
に
満
ち
た
「
通
説」

を
正
す
＂�

切
瀬
井
路
・

通
水

3
7
5

年
「
お
初
人
柱」
は
如
何
に

l

二
宮
壽
先
生
の
所
見

2

二
宮
壽
先
生
よ
り
の
意
見
書

3

y
o
u
t
u
b
e
に
初
瀬
井
路
の
立
て
看
板
と
首
無
し
地
蔵

4

大
分
今
昔
と
初
瀬
井
路
物
語
り

5

寺
子
屋
時
代
と
ク
ラ
ー
ク
博
士

6

武
勲
輝
千
載（
ぶ
く
ん
は
せ
ん
ざ
い
に
か
が
や
く）、

我
が
叔
父
油
布
武
士

7

下
市
今
昔
12
号
よ
り
「
お
初」

8

下
市
今
昔
12
号
よ
り
「
水
口
観
音」

盟
府
聞
書
（
元
禄
年
間）

9

要
約

lC

初
瀬
物
語
り
（
曽
根
崎
昭
三
医
師）

に
つ
い
て
の
考
察

11
「
初
瀬
の
あ
ゆ
み」

井
元
宗
氏
が
寄
稿
し
て
い
る
よ
う
で
す。

厄

二
宮
昭
二
先
生
を
偲
ん
で。

13

滝
吉
弘

初
代
初
瀬
新
井
路
管
理
者
（
廉
太
郎
11
歳）

14

雉
城
雑
誌
（
天
保
年
間）

初
瀕
観
音
堂

礫
木
邑

15

記
録
に
残
る
[
初
瀬
井
路]

16

[

初
瀬
井
路
物
語
り]

の
大
意
と
し
て
の、

も
ち
土
手

17

佐
藤
万
里
と
玉
川
上
水

下
川
喜
左
衛
門

閲

私
の
祖
父
安
部
権
平（
け
ん
ぺ
い）
諸
事
控
帳

2

あ
と
が
き

目

次

安

部

茂

二
宮
壽
先
生
は、

い
み
じ
く
も、

私
の
寄
稿
し
た
「
挟
間
史
談」
6.
7
号

を
読
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
し
ょ
う
か。

誠
に
教
育
者
的
目
線
の
文
章
を

書
い
て
く
れ
た。

私
は、

伝
承
の
域
を
出
な
い
で
あ
ろ
う
僅
か
な
資
料
で

も
こ
れ
か
ら
の
世
間
一

般
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
考
え
に
至
り、

こ
の
稿
を
綴
り
ま
す。

2
―
一

宮
壽
先
生
よ
り
の
意
見
書

私
は
子
ど
も
の
頃、

元
下
市
の
庄
屋
の
家
屋
を
借
り
て
住
み、

挟
間
小
学
校
の
校
長
を
し
て
い
た
関
係
で、

訪
問
し
た
昔
を
懐
か
し
む

年

寄
か
ら
下
市
の
昔
の
話
を
よ
く
聞
か
さ
れ
た。

初
瀬
井
路
に
つ
い
て
い
え

ば、

庄
屋
の
近
く
に
そ
の
代
官
所
が
あ
り、

代
官
所
の
名
は
大
正
の
頃
ま

そ
の
時
に
で
き
た
「
下
市
の
昔
に
つ
い
て
の
関
心」

か
ら、

下
市
の
公

民
館
長
に
な
っ
て
八
年
間、

毎
月
の
館
報
に
「
下
市
今
昔」

を
取
り
上
げ

百
号
ま
で
発
行
し
た。

そ
の
資
料
は
昭
和

四
十
一

年
に
初
瀬
井
路
土
地
改
良
区
が
発
行
し
た
「
初
瀬
井
路
史」

で
あ
る。

史
実
に
な
い
と
責
任
を
問
わ
れ
て
も、
「
初
瀬
井
路
土
地
改
良
区
に
文
旬
を」

と
い
う
以
外
に
な
い。

そ
し
て
今
私
の
言
い
た
い
こ
と
は

口

私
が
求
め
る
も
の
は
地
区
の
歴
史、
一

般
庶
民
の
歴
史
で
あ
る。

文

献
は
為
政
者
の
記
録
が
主
で、

庶
民
の
歴
史
は
古
老
の
話
「
言
い
伝
え」

そ
の
中
に
初
瀬
井
路
の
こ
と
も
書
い
た
が、

で
残
っ
て
い
た
等
で
あ
る。

l
―
一

宮
誨
先
生
の
所
見

父
が

- 3 1 -



昔
は
職
業
が 、

世
襲
で
あ
り
文
盲
で
も
生
活
が
出
来
庶
民
は 、

文
献
を

書
け
な
か
っ
た 。

明
治
の
学
校
制
度
と
就
学
率
の
状
況
を
見
れ
ば
解
る
事

で
あ
る 。

古
老
の
言
い
伝
え
を
作
り
話
と
し
て
簡
単
に
消
し
て
良
い
物
で
あ
ろ
う

す
ね。

と
は
先
生
の
尊
敬
し
て
余
り
あ
る 。
「
後
藤
楢
根
氏」

明
治
41
年
生
の
人
で

3

y
o
u
t
u
b
e
に
初
瀬
井
路
の
立
て
看
板
と
竹
無
し
地
蔵

壽
先
生
は 、
「
初
瀬
井
路
史」

に
基
づ
い
て
い
る 。

文
旬
を
言
う
な

ら
ば
「
初
瀬
井
路」
に
言
う
し
か
な
い
と
記
し
て
い
る 。
「
初
瀬
井
路
史」

を
熟
読
す
れ
ば 、

解
る
は
ず
で
す 。

地
区
の
歴
史 、
一
般
庶
民
の
歴
史
で

あ
り 、

古
老
の
話
「
言
い
伝
え」

に
頼
る
事
が 、

多
い
こ
こ
に
「
古
老」

前
は
ど
う
し
て
付
い
た
の
で
し
ょ
う
か 。

に
頼
る
こ
と
が
多
い 。

昔
は
職
業
が
世
襲
で
文
盲
で
も
生
活
が
で
き 、

庶
民
は
文
献
を
書
け
な
か
っ
た 。

明
治
の
学
校
制
度
と
就
学
率
の
状
況

を
み
れ
ば
分
か
る
こ
と
で
あ
る 。

占
老
の
言
い
伝
え
を
作
り
話
と
し
て

簡
単
に
消
し
て
い
い
も
の
だ
ろ
う
か 。

岡

お
初
人
柱
に
つ
い
て
は
当
時
の
考
え
方 ‘
―
つ
は
土
地
開
発
と
怨
霊

の
問
題 、

更
に
江
戸
時
代
は
武
士
道
の
時
代 、

皆
の
た
め
に
命
を
捨
て

る
こ
と
は
美
談
で
あ
っ
た 。

そ
れ
は
昭
和
の
神
風
特
攻
隊
に
引
き
継
が

れ
る 。
私
が
戦
時
中
受
け
た
戦
車
攻
撃
の
訓
練
も
命
を
大
事
に
し
な
か
っ

た 。

ま
た
飢
饉
の
苦
し
さ 、

井
路
待
望
の
願
い
等 、

古
老
の
話
に
は
庶

民
の
歴
史
を
探
る
何
か
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る 。

結
局 、
「
初
瀬
井
路」
の
名

か
と
結
ん
で
い
ま
す 。
教
育
者
ら
し
か
ら
ぬ
事
を
語
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る 。

一
例
を
あ
げ
れ
ば
明
治
初
年
滋
賀
県
は 、

中
江
藤
樹 、
「
近
江
聖
人」

慶

長
3
年
生
ま
れ 、

人
の
道 、

知
行
合一

、

身
分
平
等
や
四
書
五
経
を
説
き 、

熊
沢
蕃
山 、

山
田
方
谷
等
を
輩
出
す
る 。

41
歳
で
没
す
る 。

滋
賀
県
は
近
江
商
人
を
生
ん
だ
地
域
で
す 。

就
学
率
は
男
子
95
%

女
子
85
％
の
識
字
率
で
し
た 。

先
生
は
下
市
八
坂
神
社
の
前
に
も
う
何
年
か
前
か
ら
立
っ
て
い
る 。
「
初

瀬
井
路」
の
説
明
板 、
こ
こ
を
通
る
人
々
は 、
（
ウ
ソ
を）

書
い
て
い
る
が 、

信
用
し
て
読
ん
で
い
る 。

悲
し
い
こ
と
で
す 。

お
初
人
柱
は 、

当
時
の
考
え

方 、
1

つ
は
土
地
開
発
と
怨
霊
の
問
題 、
更
に
江
戸
時
代
は
武
士
道
の
時
代 、

皆
の
為
に
”

へ叩

を
捨
て
る
事
は
美
談
で
あ
っ
た 。

そ
れ
は
昭
和
の
神
風

特
攻
隊
に
引
き

，
 

·
あ
井
籍
が、
人々
を
鼠
鍾
か
ら
嚢っ
た
綱
漏
井
闘
で
す

i
"
闇
り

が
＜
鑢
く
と
鱗
鐵`
ヵ
誓
り`
●
死
す
る
書`
力
多
数
出
よ
し
た。

9
9
し
たい
と
慶
賓
云k-4ハ
五3r
冑
内
f
n
綱
＂

言
囀
は、
大
分"

1
を
取
り
入
れ、
轟い
山

r
t
 

●
を
羹
し
饒
胃＇
賃
筆
嶋
万
こ
看
瓢
噌
水
を
配
り
“
井
川
の
取
り

入
れ
U
に
＂
る、
こ
の
升
靡
纏
戴
を••
a
し
た。

i
＋
・
妻
で
の
胃
儀
す
る
村の
鯛
艮
含
a
を
出
“
させ

童
し
た
が、
鯛
民
の
饒
重
ら
論
く一
月
士
云
贔
え
5
2
干八
H

に
は
完
虞
し
彙
し
た．
念日
戴

月
日
で
で
9
た
と
じC
れ
手。

し
か
し
楕
角
で
9
た
の
に、
その
夏
大
爾
が
絨
9．
黒
川の
上
を

糟
し
て
あっ
た
井
鵬
の「
檜
ら
二
〒」
が
5
れ、
その
再
応
の
た
め

¥
曹
｀力
柱
に
た
2
tい
で
9:
E
に
な
り
拿
し
な
そ
し
て
お

ー
5
患
世
と
名
1"
ら
れ
なッ
コ'。

t
t
 

琶
墨
凸
は
膚
内
襲
最
大
の
丼
闊
で、
潅
甑直
積
は、
九六
ii
町

・
全ヘ
ク
ク
↓）
ら
t‘
配
冒
水
易
竃•
m"
t
F
た

に
は
庶
民
の
歴

路
待
望
の
願
い

等 、

古
老
の
話

の
苦
し
さ 、

井

事
に
し
な
か
っ

た 。

ま
た
飢
饉

け
た
戦
車
攻
撃

”

＾血

を
大

も が
戦
時
中 、

受

継
が
れ
る 。

私
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5

寺
f
屈
時
代
と
ク
ラ
ー
ク
博
士

昔
は
職
業
が、

世
襲
で
あ
り、

文
盲
で
も
生
活
出
来
た。

故
に
先
生
は
教

し
た
の
は
何
処
の
人
で
あ
る
や。

酷
物
語
り
」

が、

掲
載
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

当
時
映
画、

東
映
で
「
武

38
年
4
月
2
日
公

中
村
錦
之
助
主
演

開
の
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
映
画
で
す。

そ
の
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
に
情
報
提
供

士
道
残
酷
物
語
」

今
井
正
監
督

初
人
柱」

と
し
て
8
か
月
前
に
新
し
い
1
分
22
秒
程
の
長
さ
で
あ
り
ま
す。

ふ
れ
あ
う
下
市
の

会
が
作
製
し
た
立
て
看
板。

通
る
人
が
（
嘘
）

読
む
。

不
気
味
な
姿
の
首
無
し
地
蔵
を
写
し
て
い
る。
「
や
せ
う
ま
」

も
1
年
前
に、

挟
間
町
で
な
く
大
分
市
吉
野
の
伝
説。

古
野
発
祥
を
止
め
て
。
「
名
産

名

本
場」

と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
長
野
県
が
起
源
で
す。

4

大
分
今
昔
と
初
瀬
井
路
物
語
り

人
柱
は、

大
分
県
内
で
は
昭
和
35
年
に
日
出
喝
谷
城
の
裏
鬼
門
（
う
ら
き

も
ん）

の
位
置
で
座
っ

た
ま
ま
の
遺
骨
が
出
た
と
報
道
さ
れ
た。

そ
れ
を
踏

ま
え
て
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が、

昭
和
38
年
10
月
27
日
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
が、

大
分
合
同
新
聞
夕
刊
コ
ラ
ム
「
大
分
今
昔」

に、

「
初
瀬
残

物

特
産

に
豊
穣
を
約
束
す
る
事
は
「
初
瀬
井
路
土
地
改
良
区
」

職
員
の
与
え
ら
れ

た
尊
厳
で
あ
り、

誇
り
と
す
る
所
で
あ
り
ま
す。

あ
る
が
「
初
瀬
井
路
土
地
改
良
区
．」

y
o
u
t
u
b
e

に、
「
お

の
エ
務
係
と
し
て
勤
務
し
て
農
業
者

史
を
探
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
「
初
瀬
井
路
の
名
前
は
」

ど

う
し
て
付
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
を
い
う
な
ら
ば、

僅
か
な
年
次
で

大
島
正
健

師
む
べ
な
る
か
な。

現
在、
N
H
K

で
放
送
中
の
「
大
河
ド
ラ
マ
ベ
ら
ぼ
う
」

で
も
分
か
る
が、

あ
の
時
代
に
曲
亭
馬
琴
の
「
南
総
里
見
八
犬
伝」、

十
辺

舎
一

九
の
「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」

等
多
く
の
人
達
が、

読
ん
で
い
た
。

先

生
は
文
盲
で
も
生
活
出
来
た
と
書
い
て
い
る
が、

大
体
の
人
が、

7
歳
ー

13
歳
位
迄、

寺
子
屋
で、

学
問
を
し
て
い
た
。

全
国
で
1
万
5
千
あ
っ

た

そ
う
で
す。

江
戸
時
代
後
期
は
就
学
率
80
％
で
す。
「
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
」、

「
四
則
洟
算」、

等
教
科
書
と
し
て
は
「
庭
訓
往
来
（
て
い
き
ん
お
う
ら
い
）
」、

「
商
売
往
来」、

「
農
業
往
来」

等
御
家
流
と
言
わ
れ
る
。

幕
府
の
決
ま
っ

た

書
体
を
使
用
し
て
い
た
。

文
盲
と
見
え
る
文
章
が
見
え
る
の
は
泉
鏡
花
の

「
滝
の
白
糸
」、

の
水
芸
人
が
恋
人
に
宛
て
た
手
紙
を
他
人
に
書
い
て
も
ら

う
下
り
が
あ
る
。

こ
れ
く
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。

N
H
K

ド
ラ
マ

博
士
が
僅
か
に、

稲
造

内
村
鑑
三

な
い

世
博
（
せ
い
で
ん
）
、

金
と
銀
」

女
中
か
ら
跡
取
り
の
嫁
と
な
る
時
に

商
売
往
来
を
語
（
そ
ら
）

ん
じ
る
。

明
治
7
年
海
軍
兵
部
寮
（
後
の
海
軍
兵

学
校）

が
で
き
る。

明
治
9
年
北
海
道
に
札
幌
農
学
校
開
校
し
ク
ラ
ー
ク

8
ヶ

月
で
あ
っ

た
が
初
代
校
長
と
し
て
赴
任

新
渡
戸

宮
部
金
吾

伊
藤
一

隆

伊
藤
は
タ
レ

ン
ト
の
中
川
翔
子
の
曾
祖
父
で
あ
り、

カ
ナ
ダ
ヘ

渡
り
現
在
の
鮭
の
鰭
（
ふ

化）

事
業
を
発
展
さ
せ
た
ひ
と
で
す。

明
治
26
年
(
l
8
9
4

年）

に、

日
清
戦
争
に
勝
利
す
る
が
維
新
よ
り

近
代
化
を
目
指
し
ま
し
た
。

二

宮
先
生
文
盲
が
多
く
い
た
な
ら
ば、

日
清

戦
争

日
露
戦
争
の
勝
利
は
無
か
っ

た
で
し
ょ
う。

「
あ
き

- 3 3-



6

武
勲
輝
千
載
（
ぶ
く
ん
は
せ
ん
ざ
い
に
か
が
や
く）、

我
が
叔
父
油
布
武
±

こ
れ
は
私
の

叔
父、

油
布
武
士
の
掛
軸
で
あ
り、

農
協
倉
庫
上
の
城
畑

共
同
墓
地
昭
和
12

年
11
月
10
日
21
歳
に
て
戦
死
す
る
。

祖
母
の
生
ま
れ
は

上
市
で
海
老
毛
地
区
に
1

番
近
い

元
区
長
後
藤
さ
ん
の

家
で
す
。

「
お
初

人
柱
」

の
場
所
と
は
す
ぐ
近
く
で
す
が、

祖
母、

母
か
ら
共
に
人
柱
の
話
は、

聞
い
た
事
は
無
い
。

叔
父

油
布
武
士
募
標
に
は、

皇
紀
二

千
六
百
年
正

月
二

日

長
谷
川
部
隊
末
永
隊
陸
軍
少
尉
吉
岡
繁
雄
氏
が
墓
標
の
文
撰
と

掛
軸
を
軸
装
し
て
下
さ
る
。

君
は
資
性
温
順
に
し
て
時
に
孝
心
厚
く、

事
に
従
い

熱
心
真
摯
な

り。

昭
和
12
年
1
月
10
日
現
役
兵
と
し
て
歩
兵
第
47
連
隊
に
入
隊
爾
来
（
じ
ら

い
）、

小
官
の
教
示
下
に
あ
り
て
成
績
優
秀
な
り。

偶
（
そ
も
そ
も
）

日
支

事
変
勃
発
す
る
や、

長
谷
川
部
隊
に
属
し
て
勇
躍。

北
支
永
定
河
渡
河
戦

始
め
て
進
む
餘
定
（
よ
て
い
）

に
転
戦、

君
は
傷
を
纏
（
ま
と
）

う
所
勇
名

伴
い
倒
れ
る
事
な
し
更
に
一

転
中
支
杭
州
湾
に
上
陸、

陸
上
包
囲
し
て
随

所
に
積
敵
を
撃
破、

十
一

月
九
日
夜
よ
り
十
日
払
暁
（
ふ
つ
ぎ
ょ

う
）

三

県
山
文
台
下、

陰
（
あ
い
）

路
に
於
い
て
海
開
道
付
近、

残
走
す
る
我
に、

十
数
倍
の
敵
と、

終
夜、

白
兵
戦
を
展
開
す
る
も、

君
は
卒
先、

先
頭
に

立
ち
群
敵
中
に、

抜
刀
必
勝
確
信
の

白
兵
を
奮
う
激
戦
七
合
の
時、

不
幸

数
弾
受
け
壮
烈
な
る
最
後
を、

遂
に
鳴
呼
可
惜
君
（
あ
あ
惜
し
む
べ

き
君）

の
肉
体
は、

遂
に
江
南
の
地
に、

散
華
（
さ
ん
げ
）

せ
り。

然
（
し
か
）

れ

ど
も、

君
が
最
後
の
瞬
間
ま
で
凄
絶
無
比
粉
戦
乱
闘
の
渦
中
在
り
て、

克（
よ
）

た
。
た
時
は
少
し、

誇
ら
し
く
思
っ

な
っ

て
い
た
だ
ろ
う
と

言
わ
れ

戦
死
し
な
け
れ
ば
地
元
の
為
に、

所
で
仕
事
を
し
て
い
る
時
に

叔

＜
國
軍
独
特
の

白
兵
の
優
越
を
奮
い

憤
然
敵
に
赴
き、

小
隊
志
気
の

中
枢

と
な
り
奪
戦
せ
る
姿
は
今
尚
我
が
眼
底
に

新
た
な
る
所
の
み
な
ら
ず、

永

に
於
い
て
お
や
君
を
以
（
も
っ
）

＜
陣
中
の
美
談
と
し
て
國
軍
昭
和
戦
史
に
燦
た
る
べ
き
況
や
（
い
わ
ん
や
）

興
亜
の
礎
と
し
て、

神
座
に
列
し

永
く
後
毘
の
範
と
な
し
尊
崇
せ
ら
る
る

て、

瞑
（
め
い
）

す
べ

き
な
り。

皇
紀
二
千
六
百
年
正
月
二

日

長
谷
川
部
隊

陸
軍
歩
兵
少
尉
末
永
隊

吉
岡
繁
雄

天
皇
陛
下

小
学
校
時
代
は
八
箇
年
間
そ

れ
に
青
年
学
校
品
行
方
正、

学
力
優
等
に

て
卒
業
模
範
青
年
と
し
て、

賞
揚
せ
ら
る
。

昭
和
十
年
十
一

月
十
五
日
大
分
郡
青
年
学
校
代
表
と
し
て、

の
御
親
謁
に
浴
す。

も
う
40
年
前
位
で
あ
ろ
う
か、

挟
間
大
橋
北
側
の

即
願
寺
の

近

父
と
同
級
生
と

言
う
人
に
あ
っ

た
。

私
が

甥
だ

と

言
っ

た

ら、

正
八
位

勲
八
等

第一子一
小
隊
長
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引
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た 。

以
上

下
市
今
昔
を
忠
実
に

ら
れ
ま
し
た 。

を
開
け
て
い
る
の
で 、

故
に
お
初
は
必
要
な
し 。

り
ま
し
た 。

つ

そ
の
後
何
度
作
っ
て
も 、

ま
た
大
雨
で
流
さ
れ
る
事
が
続
き
ま
し
た 。

こ

水
路
を
掘
る
に
は
残
土
の
処
理
場
所
と
し
て
「
持
ち
土
手」

が
形
成
さ
れ

人
柱
に
立
っ
た
お
初
の
名
を
と
っ
て
「

初
瀬
井
路」

二
宮
先
生
が
「
下
市
今
昔」 、

救
っ
た
初
瀬
井
路
ト
ン
ネ
ル
の
東
側
と
言
う
文
章
を
寄
稿
し
て
い
る
の
で 、

こ
の
文
よ
り
引
用
す
る 。

領
民
の
熱
意
で
初
瀬
井
路
は
46
日
で
出
来
た
の
で
す
が 、

そ
の
年
の
夏
に

大
雨
が
降
り
黒
川
の
上
を
渡
し
て
井
路
を
支
え
る
持
ち
土
手
が
流
さ
れ 、

の
土
地
に
は
怨
霊
が
い
る
と
い
う
事
に
な
り 、

お
初
が
人
柱
に
立
つ
事
に

な
り
ま
し
た 。

縦
縞
の
着
物
に
横
縞
の
繕
い
布
を
あ
て
た
（
川
の
流
れ
を

渡
る
の
意）

着
物
を
着
せ
ら
れ
て
人
柱
に
立
ち
ま
し
た 。

失
敗
し
て
は
お

初
に
相
済
ま
な
い
と
村
人
は
真
剣
に
な

そ
し
て
無
事
に
工
事
が
完

成 。

そ
の
後
3
0
0
年 、

事
故
は
全
然

無
か
っ
た
そ
う
で
す 。

こ
の
お
初
の
名
を

取
っ
て
井
路
は
初
瀬
井
路
と
名
が
つ
け

た
の
だ
ろ
う 。
「
挟
間
町
史」
2
4
4
ペ
ー

ジ
ヘ
の
下
段
に
鍮
小
野
井
路
（
世

利
川
井
路）

で
工
藤
三
助
翁
は
岩
切
貫
帳
場 、

岩
堀
割
帳
場 、

士
立
て
掘

別
け
丁
場 、

持
塘
（
も
ち
つ
つ
み）

丁
場
樋
（
と
い）
を
掛
け
る
エ
区 。

ま
り
こ
の
（
も
ち
土
手）

と
は
土
を
盛
る
の
で
は
な
く
掛
樋
で
渡
す 。

土

木
的
な
考
え
か
ら
す
れ
ば 、

黒
川
は
元
々
柏
野
川
で
あ
り
埴
坪
を
水
源
と

し
た
延
長
川
幅
も 、

狭
い
川
で
す 。

さ
ほ
ど
勾
配
も
き
つ
く
な
け
れ
ば
所
々

に
堰
を
作
れ
ば
緩
勾
配
と
な
る 。

字
（
あ
ざ）

土
手
に
大
き
な
ト
ン
ネ
ル

8

F
市
今
昔
12

号
よ
り
「
水
n

観
音
」

お
初
の
事
件
で
も
分
か
る
よ
う
に 、

初
瀬
井
路
は
簡
単
に
出
来
た
の
で

は
な
い
よ
う
で
他
に
も
悲
し
い
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す 。

様
木
（
い
ち
ぎ）

の
水
の
取
り
入
れ
口
の
少
し
下
流
に
あ
る
観
音
渕
の
上 、

国
道
2
1
0
号

1

F
巾
今
昔
12

号
よ
り

12
号

挟
間 、

賀
束
の
人
々
を
飢
饉
か
ら

「
お
初」

先
生
が
教
育
者
で
あ
る
事
は
周
知
の
通
り
で
す 。

疑
問
点
を
述
べ
る

3
7
5
年
前
に
生
き

て
い
る 、

自
分
の
教
え
子
と
同
じ
位
の
生
き
な
が
ら
土
中
に
埋
め
ら
れ
た

言
う
話
を 、

自
慢
話
の
如
く
「
お
初
人
柱」

と
し
て
喧
伝
し
て
い
る 。
「
初

瀬
井
路
史」

に
は 、

盛
土
高
が
30
m
と
あ
る 。

こ
れ
は
県
庁
の
高
さ
で
す 。

私
が
測
量
し
た
ら 、

黒
川
水
面
よ
り
水
路
天
端
迄
13
m
で
し
た 。

黒
川
右
岸

（
大
字
向
原
字
土
手）

に
幅
4
m
高
さ
4
m
程
度
軟
岩
層
約
12
m
を
掘
り

ぬ
い
て
あ
る 。

盛
土
は
左
岸
で
あ
る
が

y
o
u _
t
u
b
e
で
吉
田
洋
子
さ

ん
が
大
変
な
盛
土
と
マ
イ
ク
で
い
っ
て
い
る 。
隧
道
の
上
で
は
約
7
m
で
あ
り 、
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9

要
約

線
の
道
端
に
い
く
つ
か
の
石
像
が
立
っ
て
い
ま
す 。

こ
の
石
像
は
水
口
観

音
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が 、

こ
れ
は
日
根
野
織
部
正
吉
明
公
が 、

清
水
与

兵
衛
の
霊
を
弔
っ
て
立
て
た
と
言
う
こ
と
で
す 。

江
戸
時
代
の
書
「
雉
城

雑
誌」

に 、

初
瀬
井
路
の
開
通
の
時 、

水
を
流
し
た
と
こ
ろ
水
は
あ
ち
こ

ち
で
停
滞
し
て
流
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す 。

日
根
野
吉
明
公
は
怒
り
嘆
き

ま
し
た 。

そ
し
て
清
水
与
兵
衛
も
粉
骨
砕
身 、

1
点
の
私
意
な
く
全
身
全

霊
を
打
ち
込
ん
で
や
っ
た
の
に
相
済
ま
ぬ
と
切
腹
神
仏
は
こ
の
英
士
の
赤

心
に 、

打
た
れ
た
の
か 、

水
が
沿
々
と
流
れ
始
め
た
と
言
う
の
で
す 。

し

か
し
清
水
与
兵
衛
は
そ
の
後
も
生
き
て
い
た
記
録
が
あ
る
そ
う
で 、

水
口
観
音
は
初
瀬
井
路
開
発
の
中
で 、

物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す 。

私
は 、

先
生
が
ど
こ
か
ら
ニ
ュ
ー

ス
ソ
ー

ス
は
如
何
な
る
所
よ
り
仕
入
れ

た
の
か 、

知
ら
な
い
が
表
題
の
如
く
「
誤
解」 、

即
ち
誤
っ
た
解
釈
と
断
じ

る
事
を
証
明
し
よ
う 。

挟
間
史
談
6
号 、

49
ペ
ー

ジ
に
「
日
根
野
織
部
正
吉
明
公
い
よ
い
よ
初
瀬

川
に
着
手」 、
（
豊
府
聞
書）

詳
細
は
後
述
の
資
料
を
参
照
さ
れ
た
い 。

あ
り 、

豊
府
聞
書
（
元
禄
年
間
）

糸勺

ま
た
諸
氏
及
び
領
内
の
名
主
等
と
酒
を
汲
み 、
井
手
を
賀
し
て
日
（
い
わ）
＜

岸
壁
に
彫
り
付
け
し
め
て
以
（
も
っ
て）

井
手
の
成
る
の
を
証
と
な
す 。

以
上 、

下
市
今
昔
は
完
全
コ
ピ
ー

で
あ
り
ま
す 。

こ
の

い
ろ
い
ろ
の
苦
労
が
あ
っ
た
事
を

国
井
手
の
水
口
が
小
さ
く
こ
れ
は
賀
来 、

荏
隈
の
2
郷
庄
の
み
の
為
で

笠
和
郷
中
迄
至
ら
ず
そ
の
た
め
吉
明
公
は
大
井
手
の
開
削
を
企
て

こ
れ
を
憐
れ
み
て 、

故

に
挟
間
よ
り
東
院
河
に
合
流
し
て
民
人
の
辛
苦
を
救
わ
ん
と
欲
っ
す 。

長

臣
等 、

大
い
に
こ
れ
を
称
す
る 。

下
士
清
水
与
兵
衛
9
石 、

大
山
助
左
衛

門
12
石
を
召
し
て
新
井
手
の
慮
を
示
す 。

府
城
に
帰
り
て 、

謹
ん
で
日
（
い

わ）

＜
水
口 、

挟
間
よ
り
東
院
河
に
至
る
両
水
合
し
て
急
流
を
な
す 。

そ

の
流
水
速
か
に
笠
和
郷
中
よ
り
生
石
名
に
充
満
す
る
事 、

疑
う
べ
か
ら
ず 。

水
口
よ
り 、

東
院
村
に
及
び
新
田
多
く
興
ら
ん
と 。

城
主
こ
れ
を
聞
き
大

い
に
喜
び
即
ち
領
内
の
民
人
15
歳
以
上
60
歳
以
下 、

明
春
挟
間
井
手
を
成

さ
ん
と 。

慶
安
3
年
正
月
上
旬
清
水
与
兵
衛 、

大
山
助
左
衛
門 、

城
主
の

命
を
受
け
挟
間
に
到
り
領
内
の
名
主
に
諸
人
を
招
く
を
命
ず 、

是
に
於
い

て
民
黎
挟
間
に
緊
る
同
月
13
卯
日
清
水 、

大
山
両
氏 、

諸
民
を
し
て
新
井

手
の
事
を
興
す 。

此
の
時
に
到
り
群
民
各
々
励
み
力
を
強
め
て
山
を
閣
（
け

ず）

り 、

谷
を
翌
（
し
ろ
っ
ち）
し
或
い
は
巌
壁
を
掘
り
抜
き 、

水
を
流
通

し
其
の
大
功
を
挙
げ
て
計
う
べ
か
ら
ず 。

城
主
線
々
彼
の
地
に
到
り
諸
民

の
大
功
を
労
（
ね
ぎ
ろ）
う
て
府
城
へ
帰
る 。

同
年
2
月
28
日
新
井
手
の
功

遍
（
あ
ま
ね
く）

成
る 。

此
到
り
て 、
水
洋
洋
と
流
通
し
て 、
曰
く
我
蛇
口 、

柿
原
井
手
を
成
し 。

今
ま
た
此
の
井
手
を
興
す
に
数
月
を
歴
ず
し
て
速
か

に
成
る
即
ち
石
師
を
し
て
観
音
の
映
像
を 。

次
い
で
『
初
瀬
河』

長
宝
水 、

永
宝
水
並
び
に
城
主
の
自
名
及
び
清
水 、

大
山
両
氏
の
名
を

た 。

春
耕
夏
耕
旱
魃
の
時
に
水
を
求
め
る 。

我 、

- 3 6 -



然
し
て
府
主
城
へ
帰
る．

因
て
諸
民
旧
里
へ
還
る。

清
水、

大
山
両
氏、

幾
久
し
吉
明
（
よ
し
あ
け）

ら
れ
き
初
瀬
川

流
れ
を
う
け
て
民
も
栄
へ
ん

府
城
に
入
り
城
主
に
謁
見
す。

時
に
吉
明
こ
れ
を
労
（
ね
ぎ
ら）

い、

そ

の
町
間
及
び
人
夫
の
数
を
問
う。

清
水、

答
え
て
日
く、

水
口
観
音
よ
り

東
院
川
に
至
る、

1
3
9
町
55
間
余、

夫
員
9
3,
2
0
2
人
な
り。

正
月
13
日
井
手
の
事
始
め、

2
月
28
日
そ
の
功
終
わ
る。

日
数
合
わ
せ
て

46
日
に
成
る
な
り
と
城、
王
清
水、

大
山
両
氏
お
よ
び
諸
民
の
大
功
を
感
ず。

黎
民
の
府
主
の
仁
徳
を
称
す。

清
水
与
兵
衛
の
後
裔
た
る
ハ
ツ
氏
の
旧
記

に
は
概
ね
右
記
の
通
り
の
数
量
で
あ
る。

臼
杵
藩
と
の
取
決
め
書
類
に
は

「
日
根
野
織
部
正
内
・

大
山
助
左
衛
門
・
清
水
与
兵
衛
・

下
市
村
・
善
左
衛

門・
上
市
村
久
兵
衛
慶
安
3
年
寅
月
3
日
し
か
し
清
水
家
文
書
に
は
3
月
26

日
初
瀬
川
水
揚
出
来
即
日
死
去
と
あ
る。
（
大
山
助
左
衛
門
12
石、

清
水
与

兵
衛
9
石）

な
お、

天
保
年
間
の
「
雉
城
雑
誌」

に
は
初
瀬
観
音
堂
と
し

て
の
記
述
が
あ
る。

別
紙
に
原
文
と
私
の
口
語
訳
を
参
照
さ
れ
た
い。

10

初
瀬
物
語
り
（
曽
根
崎
昭
三

朕
師
）

に
つ
い
て
の

考
察

全
て
初
瀬
井
路
に
於
け
る
錯
覚
は
昭
和
38
年
に
井
元
宗
氏
が
土
地
改
良

区
に
徴
収
係
と
し
て
入
所、
盆
初
瀬
井
路
史』

や、
「
か
し
わ
の
区
史」、
「
挟

間
町
町
史」、

に
（
お
初
の
哀
話）

を
寄
稿
し
て
い
る
様
で
す。

二
宮
先
生

に
は、

辛
辣
と
も
言
え
る
言
葉
を
述
べ
た
が、

本
当
に
3
7
5

年
前
に
地

区
の
責
任
者
が
協
議
し
た
り、

あ
り
も
し
な
い
妙
蓮
寺、

陰
陽
師
は、

綱

吉
の
時
代、

天
和
3
(
1
6
8
4)

年
で、

土
御
門
家
は
若
狭
の
国
へ
行
く、

故
に
占
人
（
い
に
し
え
び
と）

曾
根
崎
昭
三
医
師
の
「
初
瀬
物
語
り」、

表

紙
に
は、

お
初
が
人
柱
に
な
っ
た
黒
川
の
持
ち
土
手
の
写
真
が
あ
る。

こ

の
本
は
初
瀬
井
路
史、

か
し
わ
の
区
史、

古
人、

大
分
今
昔
等
シ
ャ
ッ
フ

ル
し
て
書
い
た
の
で
し
ょ
う。

社
民
党
公
認
で
2
0
1
0
年
の
参
議
院
選

挙
で、

落
選
し
た
松
本
文
六
氏、

天
心
堂
へ
つ
ぎ
病
院
理
事
長
の
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
で
あ
ろ
う。

2
0
0
7
年
に
発
刊、

大
筋
と
し
て
挟
間
井
手
で
あ

る
の
に
医
師
が、

阿
南
小
学
校、

阿
南
郵
便
局
等
あ
る
の
で
阿
南
庄
新
井

手
と
し
て、

開
削
す
る
が
文
六
の
孫
「
お
初」

を
持
ち
土
手
に
陰
陽
師
が

結
界
を
結
び
大
勢
の
僧
侶
が
読
経
す
る。

お
初
は
徐
々
に
埋
め
ら
れ、
「
お

初
の
穴」

は
塞
が
れ
た。

『
初
瀬
物
語
り』

こ
の
本
は
何
を
調
査
し
て
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
か。

随
所
に
間
違
い
が
あ
り
ま
す

大
分
県
立
図
書
館
豊
の
国
情
報
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
初
瀬
井
路
の
「
お
初」

の
伝
承
に
つ
い
て
小
学
生
の
一

団
が
調
べ
に

来
ま
し
た。

初
瀬
井
路
は、

挟
間
町
か
ら
そ
の
下
流
域、

大
分
市
の
田
畑

ヘ
水
を
供
給
す
る
水
路
の
「
お
初」

と
言
う
名
前
は、

井
路
を
作
る
時
に

人
柱
と
な
っ
た
「
お
初」

と
言
う
名
前
に
因
ん
だ
も
の
と
と
言
わ
れ
て
い

ま
す。

初
瀬
井
路
史
に
は、

ほ
ぽ
伝
承
と
し
て
い
ま
す。

金
池
小
学
校
創

立
ー
0
0
周
記
年
誌
に
は、

校
区
の
古
老
の
話
と
し
て、

詳
細
な
伝
承
が

記
述
さ
れ
て
ま
す。

金
池
小
学
校
に
は、

井
元
氏
が
説
明
し
た
の
だ
ろ
う

か、

金
池
町
に
は、

田
圃
は
無
い。
「
お
初
の
涙
が
水
を
呼
ぶ」

を
喜
ん
で

写
し
て
帰
っ
て
行
き
ま
し
た。

子
供
達
が
郷
土
の
歴
史
を
調
べ
る
際
の
参
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次
に
現
在
の
初
瀬
と
言
う
名
称
と
な
っ
て
い
る。
「
初
瀬
川」

と
し
て、

開

削
さ
れ
た
井
路
は
庄
内
町
榛
木
よ
り
挟
間
町
を
通
っ
て、

前
記
宮
苑
に
合

え
る
だ
け
で
し
た。

よ
り
賀
来、

荏
隈
の
2
郷
庄
で
あ
り、

時
は
豊
後
の
南
蛮
貿
易
で
有
名
な

考
に
な
れ
ば
と
言
う
著
作
者
の
思
い
の
籠
る
労
作
で
す。

が、

全
く
間
違
い
が
多
く
あ
り
ま
す。

殺
さ
れ
た
（
本
能
寺
の
変）

と
記
し
て
い
る

11
「
初
瀬
の
あ
ゆ
み」

井
元
宗
氏
が
省
稿
し
て
い
る
よ
う
で
す。

（
土
地
改
良
区
よ
り
永
年
配
布
さ
れ
て
い
た）

初
瀬
井
路
は、

大
分
県
内
で
も
古
い
歴
史
を
持
つ
井
路
で
あ
り、

大
分

川
左
岸
l
o
o
o
ha
を
灌
漑
し
て
い
た。

現
在
の
幹
線
は
3
回
に
わ
た
っ

て
開
削
さ
れ
て
い
る。

そ
の
第
ー
は
（
国
井
手）

と
し
て、

大
分
市
宮
苑

大
友
宗
麟
の
子
義
統
の
時
代
で、

今
か
ら
4
0
5
年
前、

織
田
信
長
が
暗

の
翌
年、

天
正
11
年
(
1
5
8
3)
で
あ
る。

当
時

の
か
ん
が
い
面
積
6
0
o
ha
位
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が、

こ
の
水
系
地
区

は
現
在、

大
分
市
の
中
心
部
属
し、

市
街
化
と
成
り
つ
つ
あ
る。

※
国
井
手
の
開
削
に
つ
い
て
「
被
調
第
一
」、
「
急
度
成
就」、

大
友
吉
統
と

あ
る
は
天
正
16
年
で
あ
り、

庄
内
町
史
で
は
開
削
は
天
正
17
年
と
な
っ

て
い
る。

こ
こ
で
も、

土
地
改
良
区
と
し
て、

間
違
っ
て
い
る。

こ
の

文
章
は
1
9
8
8
年
（
昭
和
63
年）

そ
れ
ま
で
は
手
書
き
の
「
初
瀬
の

あ
ゆ
み」

で
あ
っ
た
が、

ワ
ー
プ
ロ
で
書
き
込
ん
で
い
ま
す。

井
元
氏

は
昭
和
元
年
生
ま
れ
な
の
で
文
章
は
20
年
以
上
年
次、

数
字
を
単
に
変

く
て
は
な
ら
ぬ
地
形
が
あ
り、

こ
こ
が

古
老
の
言
に
よ
れ
ば
こ
の
井
路
の
途

も、

種
々
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
が、

す
る
賀
来
川
向
か
い
の
東
院
に
至
る
ま
で
の
間、

延
長
16
km、

か
ん
が
い

面
積
4
0
o
ha
位
で
あ
る。

こ
の
開
削
に
つ
い
て、

い
ろ
い
ろ
の
文
献
や、

伝
説
も
残
っ
て
い
る
い
る
が、、

概
要
を
記
す
れ
ば、

今
か
ら
3
3
8
年

前
の
慶
安
3
年
(
1
6
5
0
年）

の
春、

時
の
府
内
城、
王
日
根
野
吉
明
公
は

早
魃
に
辛
苦
す
る
民
を
憐
れ
み
て、

井
路
開
削、

を
考
え
家
臣
の
清
水
与
兵

衛
九
石、

大
山
助
左
衛
門
十
二
石
に
命
ず
る。

こ
の
開
削
に
あ
ら
し
め
た
2
人
は、

領
内
の
民
人
15
歳
以
上
60
歳

の
者
に
出
役
を
命
じ
完
成
ま
で
に
延
べ

9
3,
3
0
2

人、

延

1
3
9
町
56
間
と
あ
る
が、

尚、

驚
く
こ
と
は、

こ
れ
に
要
し
た
日
数
が

僅
か
に
46
日
間
と
あ
る。

各
地
区
別
に
そ
れ
ぞ
れ
請
負
区
域
が
割
当
ら
れ

て
必
死
の
競
争
が
展
開
さ
れ
た
の
か。

今
日
で
は
想
像
す
る
他
な
い。

れ
も
1
度
で
完
通
成
功
し
た
と
は
書
か

れ
て
い
な
い
よ
う
だ。

危
険
箇
所
あ
り、

欠
潰
箇
所
続
出、

真
の
完
成
ま
で
に
は

文
字
通
り
血
の
に
じ
む
多
く
の
労
苦
が

重
ね
ら
れ
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う。

初
瀬
と
言
う
名
の
お
こ
り
に
つ
い
て

中、

向
原
字
中
村
と
挟
間
字
上
市
の
間

に、

大
分
川
の
支
流
で
黒
川
と
言
う
谷

川
が
あ
る。

こ
の
上
に
井
路
を
通
さ
な

以
下、

こ
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こ
の
土
手
の

手
前
中
村
地
区
と
上
市
地
区
の

人
々
は
お
初
の
霊

る
余
地
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か。

く
ろ
い
）

布
を
当
て
て
い
る

着
物
を
着
て
い
る
娘
が
い
た
ら、

人
柱
に
選
ぶ
と
言
う
事
に

決
ま
っ

た
。

早
速
探
し
て
い
た
ら、

そ
の
娘
を

た
ま
た
ま

お
初
と
言
う
娘
が、

そ
の

様
な
着
物
を
着
て
お
り
井
路
完
成
の

為
に

神
様

に

捧
げ
る

人
柱
と
さ
れ
た
と

言
う
。

以
後、

欠
潰
を
く
り
返
し
て
い
た
。

こ
の
土
手
も
収
ま
り
水
が、

井
路
に
満
ち
満
ち
て
流
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
由、

こ
の

犠
牲
者
の
名
を
取
っ

て
「
初
瀬
川
」

と
名
付
け
ら
れ
た
と
言
う
。

れ
以
後、

そ

を
慰
め
る
た
め、

毎
年
お
盆
に
欠
か
さ
ず
お
施
餓
鬼
供
養
を
続
け
て
来
た

と
い
う
事
で
す
。

ま
た、

井
路
完
成
の

証
と
し
て、

城
主
が
楼
木
の

取
り

入
れ
口
付
近
の
大
分
川
の
左
岸
に
観
音
の
影
像
を
彫
ら
し
め
て
あ
っ

た
由。

こ
の
観
音
像
も
永
年
の
風
水
害
の

為
に
崩
れ
落
ち
て
判
明
し
難
い
が、

付

近
の
長
老
は、

凡
そ
の
あ
っ

た
場
所
を
伝
え
聞
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
す。

現
在、

上

流
に

ダ
ム
が、

出
来
て

川
の

様
相
は
昔
と

変
わ
っ

て
い
る
が、

観
音
渕
と
言
う
名
は
今
も
残
っ

て
い
る。

こ
の
取
り
入
れ
口
よ
り
約
1
km
の

間
は
大
正
二
年
に
開
削
し
ほ
と
ん
ど
隧
道
で、

こ
の
堀
削
に
要
し
た
労
苦
は

並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う。

幅
2
m

高
さ
2
m

で、

現
存

す
る
素
掘
り
の

跡
形
に
往
時
が
偲
ば
れ
て
感
無
量
で
あ
る
。

ず
っ

と
後
に

な
っ

て
3
つ

目
の

井
路
が
出
来
て
い
る
。

こ
れ
は
挟
間
町
向
原
よ
り
前
記

初
瀬
川
の

末
流、

東
院
ま
で
の

間
で、

7
km
で
あ
り、

上
を
流
れ
る
初
瀬

川
の

湘
水
を
も
受
け
入
れ
て
一

滴
た
り
と
も
無
駄
に
せ
ぬ
よ
う
に
下
流
に

流
す
た
め
で
た
め
で
す
。

元
禄
7
年
(
1
6
9
4
年）

あ
る
。

以
後
こ
の
3
線
を
併
せ
て
初
瀬
井
路
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
。

管
理

者
は、

城
主
よ
り

郡
長、

訟

二

宮
昭
二

先
化
を
偲
ん
で
。

昭
和
38
年
に
「
大
分
今
昔
」

に
『
初
瀬
残
酷
物
語
』

が、

掲
載
さ
れ
た
。

―
一

宮
昭
二

先
生
が、

バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
監
督
で
し
た
。

王
子
中
学
校
（
全
校
54
ク
ラ
ス
）

等
を

破
り、

決
勝
は
国
見
町
の

熊
毛
中
学
校
に

勝
利
し
て、

優
勝
し
ま
し
た
。

昭
二

先
生
は
平
成
8
年
に、

井
元
氏
よ
り
の
地
域
の

資
料
を
含
ん
だ
本
を

こ
こ
に
結
論
を
述
べ
る

井
元
氏
が、

【
お
初
】

に、

関
す
る
事
を
書
く
前
に
持
ち
土
手
の
ト
ン
ネ

ル
を
見
て
い
れ
ば、

【
お
初
】

を
想
像
し
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う。

全
て
作
り

話
で
す。

＃
ー
5

閑
話
休
題
を
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば、

解
る
で
し
ょ
う。

「
新
井
手
の
事
を
興
す。

此
の
時
に
到
り
群
民
各
々
励
み
力
を
強
め
て、

山

を
緊
（
け
ず
）

り、

谷
を
堡
（
し
ろ
っ
ち）

し
或
い
は
巌
壁
を
揺
り
抜
き、

水

を
流
通
し
其
の
大
功
を
挙
げ
て
計
う
べ

か
ら
ず。
」

ど
こ
に
【
お
初
】

ま
し
た
。

当
時
先
生
は
賀
来
中
学
校
（
全
校
9
ク
ラ
ス
）

の
入

著
し
て
い
る
。

の
9
人
制
女
子

い
わ
ゆ
る
（
持
ち
土

手）

の
す
ぐ
近
く
に

住
ん
で
い

改
良
区
理
事
長
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
町
長、

市
長、

ば
そ
の

人
選
に

種
々

協
議
の
末、

も
し
縦
縞
の

着
物
に
横
縞
の
ふ
せ
（
つ

欠
潰
し、

つ
い
に
人
柱
を
立
て
て、

こ
の

完
成
を
願
っ

た
。

伝
説
に
よ
れ

一

番
の
、

難
工

事
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

土
を
も
っ

て
土
手
を
築
け
ど

こ
れ
を
補
水
線
と
言
い

今
か
ら

2
9
4

年
前
の

の

掘
削
で、

時
の

城
主
は
松
平
対
馬
守
昭
重
で

そ
し
て

現
在
の

土
地
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必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か 。

私
は
茨
城
県
で
仕
事
を
し
た
時
に
一
人
で

上
市 、

下
市
は
水
路
も
無
い
地
区
で
（
生
け
贄）

を
3
7
5
年
前
出
す

地
開
発
と
産
業
の
発
達」

で
当
時
の
先
哲
資
料
館
館
長 、

初
瀬
井
路
は
お
初
人
柱
の
供
養
の
為
に
名
前
を
付
け
た
と
語
っ
て
い
る 。

人
柱」 、

ま
た
同
じ
く 、

10
年
前
「
歴
史
⑮
近
世
の
大
分
ー

江
戸
時
代
IV
農

佐
藤
晃
弘
氏
が

下
市
の
初
瀬
井
路
の
説
明
板
に
9
6
5
h
a
と
書
い
て
い
る 。

明
治
23
年

6
月
で
あ
る 。

昭
和
34
年
(
1
9
5
9)
7
2
0
h
a

昭
和
46
年
(
1
9
7
l)
5
5
0
h
a

昭
和
57
年
(
1
9
8
2)
3
9
0
h
a

令
和
7
年
(
2
0
2
5)
2
1
0
h
a

組
合
員
l ,
2
9
0
人

組
合
員
7
4
0
人
で
あ
る 。

10
年
前
y
u
u
t
y
u
b
u
に
初
瀬
井
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
お
初

ズ

府
城
ノ
西
部
二
至
テ
ハ 、

二
稀
世
ノ
一

大
業
也 。

家
士
清
水
与
兵
衛
九
石 、

大
山
助
左
衛
門
ヲ

つ
か
さ

の

ぞ

こ

シ
テ 、

其
ノ
事
ヲ
司
シ
ム 。

落
成
ノ
日
二
臨
ン
デ
此
ノ
川
水
ヲ
決
マ

ら

い

り

ん

リ
通
ゼ
シ
ム 。

日
根
野
氏
モ
促
駕
シ
テ
来
臨
ス 。

土
地
ノ
高
低
一
ナ

り

が

い

く

ん

ぎ

う
し
お

ご

と

わ

ラ
ズ 。

通
水
ノ
利
害 、

群
議
潮
ノ
如
ク
ニ
湧
ク 。

日
根
野
氏
大
キ
ニ

い

か

か

そ

も

怒
リ
テ
ニ
士
ノ
其
職
二
幹
タ
ラ
ザ
ル
ヲ
責
メ 、

且
ツ
其
ノ
持
ツ
所
ノ

手
槍
ヲ
取
リ
テ
床
几
二
掛
リ 、

川
水
ヲ
臨
ン
デ
嘆
息
シ
テ
曰
ク 、

抑

モ
応
応
ヲ
止
ス
ノ
ハ 、

止
因
町
四
ノ

叩―
シ
テ 、
互〗
レ
配
国
二
ロ
レ、

こ

う

じ

ょ

う

や

せ

ん

ひ

と

お

め

い

と

ぷ

こ

う

も

か
た
じ
け

攻
城
野
戦 、
一
ツ
モ
汚
名
ヲ
取
ラ
ズ 。

其
ノ
武
功
ヲ
以
ッ
テ
恭
ナ
ク

ふ

う

当
国
二
封
ゼ
ラ
レ
ル 。

今
ヤ
七
十
歳
ニ
ナ
ン
／
＼
ト
シ
テ
此
事
成
ラ
ズ

ン
バ 、

何
ノ
面
日
ア
リ
テ
カ
隣
国
ノ
諸
侯
二
面
ヲ
合
ワ
セ
ン 。

此
ノ

い
っ

き
ょ

わ

せ

い

し

ゅ
だ

つ

う

す

い

あ

ん

ご

と

と
こ
ろ
ど
こ
ろ

て

い

た
い

一
挙
二
吾
ガ
生
死
ヲ
委
ネ
ン
ノ
ミ 。

時
二
通
水
案
ノ
如
ク
所
々
停
滞

用
二 、

二
郎
よ
り 。

月
27
日
付
に
て 、

任
直
入
郡
長
（
廉
太
郎
11
歳）

を
内
務
大
臣 、

品
川
弥

同
村
田
吹
山
下 、

棟
木
川
ノ
岸 、

壁
中――
一

小
堂
ア
リ 。

真
実
ハ

か

ん

の

ん

だ

い

し

け
、

あ

ん

ひ

ね

の

よ

し

あ

き

ら

ふ

う

な

い

い

ぜ

き

観
音
大
士
ナ
ラ
ズ 。

慶
安
中 、

日
根
野
吉
明 、

封
内
ノ
水
田
井
堰
ノ

此
川
ヲ
堰
留
メ
瞼
山
ハ
洞
穴
ヲ
穿
チ 、

平
地
ハ
溝
渠
ヲ
通

其
ノ
屈
曲
十
有
余
里
程
二
及
ブ 。

実

し
か
し
な
が
ら
明
治
24
年
11

長
と
な
る 。

明
治
23
年
6
月
「
普
通
水
利
組
合
条
例
発
布」 、

れ 、 太
郎
父）

か

ん

の

ん

ど

う

初
瀕
観
音
堂

い

ち

ぎ

む

ら

裸
＊
邑

19
年
富
山
県
会
計
第
二
部
長
（
副
知
事
相
当）

で
あ
っ
た 。

滝
吉
弘
（
廉

が
明
治
22
年
3
月
14
日
内
務
卿
山
県
有
朋
よ
り
非
職
を
命
ぜ
ら

同
年
4
月
5
日
付
け
に
て
内
閣
総
理
大
臣
黒
田
清
隆
に
よ
り
大
分
郡

初
瀬
新
井
路
水
路
組
合
管
理
者
と
な
っ
た 。

明
治
21
年
4
月
17
日
制
定
さ
れ
た 、

13

滝
吉
弘

と
な
り
初
代

た
こ
ま
ち 、

新
潟
コ
シ
ヒ
カ
リ 、

（
天
保
年
間）

い
で
あ
ろ
う 。

此
の
地
域
に
は 、
【
人
柱】

陰
陽
師
は
な

府
県
市
町
村
制
度
と
な
る 。

明
治

初
代
初
瀬
新
井
路
管
理
者
（
廊
太
郎
11
歳）

ち

じ
ょ

う

14

雉
城
雑
誌

記
を
見
せ
て
く
れ
た
事
が
あ
っ
た 。

宮
城
県
サ
サ
ニ
シ
キ 、

秋
田
県
あ
き

原
市
の
豪
農
出
身
が
毎
日
10
人
1

15
人
の
世
話
を
し
て
い
た
と
母
親
の
日

l
o
o
ha

を
耕
作
現
在
農
事
法
人
で
あ
り 、

又 、
一
年
後
輩
に
宮
城
県
栗
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い
ず
れ
に
し
て
も
清
水
与
兵
衛 、

大
山
助
左
衛
門
の
両
氏
は
吉
明

し
て
地
元
の
世
話
人
の
力
に
よ
り
人
柱
と
な
り
ま
し
た 。

に
は

千
七
百
年
と
千
八
百
五
十
年
と
百
五
十
年
の
差
が
あ
る 。

[
初
瀬
n
路
物
語
り]

阿
南
庄
新
井
手
が 、
「
お
初」

と
言
う
名
前
の
娘
を
陰
陽
師
に
よ
り 、

そ

て
ん

あ
お

た
ん

い

わ

わ

れ

こ

し
よ

く

ほ

う

清
水
氏
天
ヲ
仰
イ
デ
歎
ジ
テ
曰
ク 、

吾
ハ
此
ノ
職
ヲ
奉

ち
ょ

う

れ

ん

ゆ

う

き

ふ
ん

こ

っ

さ

い

し

ん

て
ん

ジ
テ
ヨ
リ 、

朝
練
夕
磨 、

粉
骨
砕
身
シ
テ
一
点
ノ
私
意
ナ
ン
ト

雖
モ 、

町
エ
団
仰、

叩
加
ヲ
配
セ
ザ
ル
カ 、

叩
虹
江‘

止
叩
ノ
配
四
気
笠
ヲ

お
も
ん
ば
か

慮

ル
所
ニ
シ
テ 、

力
ゞ
ル
大
業
発
起
ス 。

若
シ
ヤ
上
天
ノ
神
明

止
応、

匡
ガ
叩
揺
ヲ
叫
ミ
記
ハ
バ 、

叫
l

カ
ニ
加
科
ヲ
応
シ 、

配
庄
ヲ

な
が

あ

ん

の

ん

か

し
ゅ

く

ん

い

か

ゆ
る

た
ま

シ
テ
長
ク
安
穏
ナ
ラ
シ
メ 、

且
ツ
主
君
ノ
怒
リ
ヲ
緩
メ
玉
ヘ
ト 、

云

イ
終
リ
テ
自
裁
ス 。

カ
カ
リ
シ
カ
バ
神
仏
何
ゾ
カ
カ
ル
英
士
ヲ
感
応

ふ

し

ぎ

か

な

て

い

た

い

み

ず

た
ち
ま

ど

と

う

み
な
ぎ

ナ
カ
ラ
ン
ヤ 。

不
思
議
ナ
ル
哉 、

停
滞
セ
ル
水 、

忽
チ
ニ
怒
涛

濯

き

ど

せ

き

う
が

さ

て

い

ま

つ

う

す
い

と

う

と

う

こ

れ

も
っ

リ
来
テ 、

土
石
ヲ
穿
チ
砂
泥
ヲ
巻
キ、

通
水
沿
々
タ
リ 。

是
ヲ
以
テ 、

止
因
ノ
図‘

胴
配
ノ わ

叩デ
叩
キ、

恥
加

乙可
ミ
ヲ
釘
ク 。

ゲ
ニ
至
リ

そ

と

く

た

く

だ

れ

こ

れ

あ

お

す
な
わ

く
だ
ん

か

ん

ぜ

お

ん

テ
其
ノ
徳
沢
誰
力
是
ヲ
仰
ガ
ザ
ラ
ン
ヤ 。

即
チ
件
ノ
観
世
音
ハ

此

し

み

ず

み
た
ま

ま
つ

ぶ

つ

け

み

ず

そ

う

か

ん

こ

と

ノ
清
水
氏
ノ
霊
ヲ
祭
リ
テ 、

仏
家
二
水
相
観
ノ
事
ア
ル
ヲ 、

以
テ 、

ふ

と

や
か
ら

は

か

こ

ど

う

そ

う
り

つ

こ
の

ほ

か

日
根
野
氏
浮
屠
ノ
輩
卜
謀
リ
テ 、

此
ノ
堂
ヲ
創
立
ス
（
中
略）

此
外 、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ

い

で

み

ょ

う

し

ん

い

み

な

し

み

ず

ま
つ

所
々
井
手
明
神
卜
云
フ
モ
ノ
ア
リ 。

皆
清
水
氏
を
祭
ル
（
下
略）

げ

ん

ろ

く

な

ほ

う

ふ

き

き

が

き

き

き

ご

と

し
か
し
元
禄
に
成
る
「
豊
府
聞
書」

に
は 、

既
記
の
如
く
清
水
与

き

じ
ょ

う

た

い

こ

う

か

ん

し

ゃ

兵
衛
は
帰
城
し
て 、

日
根
野
吉
明
よ
り 、

そ
の
大
功
を
感
謝
さ
れ

ま

え

び

き

う

す

き

り
ょ

う

こ

う

か

ん

ぶ

ん

し
ょ

た
と
あ
る 。

ま
た
前
引
の
四
月
＝一
日
附
臼
杵
領
と
の
交
換
文
書
に
も

よ

へ

え

し
ょ

め

い

ぼ

つ

ひ

与
兵
衛
の
署
名
が
あ
る
し 、

さ
ら
に
没
日
を
三
月
二
十
六
日
と
し
て

か

れ

い

と

う

な
に

り

ゆ

う

し

さ

い

い
る
等
よ
り
見
て
暇
令
等
何
か
の
理
由
で
自
裁
し
た
と
し
て
も 、

そ

れ
は
初
瀬
川
竣
工
の
日
で
あ
っ
た
と
は
認
め
難
い
の
で
あ
る 。

因
み

ち

じ

ょ

う

ざ

っ

し

て

ん

ぼ

う

じ

け

い

れ

つ

て
き

元
禄
年
間 、
「
雉
城
雑
誌」

天
保
年
間

時
系
列
的

に
「
豊
府
聞
書」

16. 

も
ち
t
f

い
ま
す 。

95
ペ
ー

ジ
カ
ラ
ー

刷
り
で
す 。

し
て 、

時
代
背
景
や
農
民
の
暮
ら
し
の
様
子
も
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て

文
章
が
あ
り
ま
す 。
【
初
瀬
井
路
物
語
り】
は
「
お
初」

豊
の
国
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

に
は 、

の

是一
に
賦
課
し
嘔
（
ご
う）
も
私
無
き
を
要
す 。

修
繕
は
も
ち
ろ
ん
急
破
の
節
も
同
一
に
看
護
し 、

公
の
円
寿
寺
日
根
野
公
の
廟
堂
に
3
人
揃
っ
て
い
ま
す 。

を
申
し
上
げ
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

15

記
録
に
残
る
[
切
瀬
井
踏]

①
豊
府
聞
書
元
禄
年
間
(
1
6
8
8
1
1
7
0
3)

を
堅
（
し
ろ
っ
ち）
し」

②
大
石
家
文
書
宝
永
7
年
(
l
7
0
7)

③
雉
城
雑
誌
天
保
年
間
(
l
8
3
0
ー
1
8
4
6)
「
初
瀬
観
音
堂
棟
木
邑」

④
初
代
県
令
・

森
下
景
瑞
（
か
げ
な
お）
明
治
8
年
(
l
8
7
6)

井
路
改
称
取
締
方
の
儀
に
つ
き
願
書

今
般
初
瀬 、

宮
苑
両
井
路
合
併 、

こ
れ
で
も 、

#,
7
に
て 、
前
記
「
初
瀬
井
路
物
語
り」 、
此
の
本
は
大
分
県
立
図
書
館・

初
瀬
井
路
の
〖
お
初
伝
承
に
つ
い
て】

の

大
意
と
し
て
の
、

一
族
の
話
を
軸
と

国
井
手
と
総
称

一
条
と
し
て
初
瀬
井
路
と
惣
称 、

一
条
の
名
儀
不
背
様 、

9
1 ,
2
0
2
人
と
あ
る」

人
員
や
米
支
給
等
詳
細
に
記
録
あ
り

「
お
初」

セ
シ
カ
バ 、

「
夫
員
数
9
3 ,
2
0
2
人
は

春

「
山
を
閣（
け
ず）
り
谷
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て
お
り、

し
て
【
お
初
】

の
名
前
を
取
っ

て
【
初
瀬
井
路
】

と
呼
ぶ
様
に
成
っ

た
と、

医
師
は
記
し
て
い
ま
す
。

本
当
で
し
ょ

う
か
。

何
度
も
土
手
が
流
さ
れ
た

と

井
元
氏．

曾
根
崎
昭
三

医
師、

う
か、

何
度
も
流
さ
れ
た
の
な
ら
土
の

中
の
「
お
初
」

の
死
体
も
土
石
流

と
共
に
流
さ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

初
瀬
あ
ゆ
み
に
は
お
施
餓
鬼
供
養

し
た
と
あ
る
が
持
ち
土
手
近
所
の

人
々
に
聞
い
た
が
何
年
も
い
る
が
そ
ん

な
こ
と
は
見
た
こ
と
も
聞
い
た
事
も
な
い
そ
う
で
す。

私
は
何
度
も
述
べ

る
が、

土
木
技
術
者
で
す。

黒
川
の
濫
（
ら
ん
）

し
ょ

う
（
水
源
）

は
茅
場
の

下、

東
行
の

埴
坪
（
は
ね
つ
ぼ
）

で
す
。

流
量
と

は
流
出
係
数
x

面
積
で
あ
り、

自
然
林
等
あ
り
ど
れ
ほ
ど
の

水
が、

緩
勾

配
で
あ
り
大
き
な
隧
道
も
あ
り
ま
す。

持
土
手
よ
り
下
流
は
急
流
を
呈
し

て
い
る
後
に
元
治
水
井
路
が、

挟
間
村
茅
場
を
経
て
黒
川
に
谷
流
し
さ
れ

た
井
水
は
海
老
毛
村
堰
上
げ
を
経
て
来
鉢
丸
田
ー
赤
野
＼
黒
野
＼
野
田
＼

中
尾
堤
迄
到
る
。

柏
野
分
水
線
と
し
て、

大
水
の

時
放
流
す
る
。

こ
れ
は

佐
藤
万
里
に
よ
っ

て
元
治
元
年
(
l
8
6
4
)

で
す。

水
路
は
灌
漑
期
と
非

灌
漑
期
が
あ
る
の
で
充
分
に
維
持
管
理

ニ
オ
当
が
で
き
る
。

3
7
5

年
前

で

4
6

日
間
の

何
日
目
に
埋
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ

う
か、

水
が
井
路
に
満

ち
満
ち
て

流
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
井
元
氏
は
記
し
て
い
る
。

奉
行
の

両

氏
は
水
路
通
水
の

日
ま
で
に

幾
度
も
試
験
通
水
を
経
て
日
根
野
氏
を
龍
ヶ

鼻
（
古
国
府、

元
町
境）

に

促
駕
（
そ
く
が
）

し
て
来
臨
す。

高
低
一

っ

な
ら
ず、

通
水
の
利
害
と
あ
る
が
各
荒
手
（
放
水
門）、

は
Y
字
形
を
呈
し

つ

ま
り
急
破
の

時
に

水
を
上
下
流
を
放
流
す
る
。

私
は
ど
の

辺

り
ま
で
湛
水
（
た
ん
す
い
）

を
し
て
こ
の
日
待
っ

た
で
あ
ろ
う
か
と
も
思
う。

二

宮
壽
先
生
達
は
現
地
を
見
た
の
だ
ろ

達
が
国
を
滅
ぽ
す

17

佐
藤
ガ
里
と
t
川
上
水

玉
川
喜
左
衛
門

慶
安
2
年
よ
り
4
年
間
か
け
て
玉
川
上
水
を
家
光
の
命
に
よ
り
地
理
学、

水
利
学
的
見
地
を
駆
使
し
て、

農
業
用
水、

清
潔
な
水
を
供
給
す
る
水
道

の
建
設、

延
長
43
km
に
及
び
完
成
し
た
の
は
玉
川
喜
左
衛
門
で
す。

因
み
に

太
宰
治
が
自
殺
し
た
玉
川
上
水
の

川
幅
は
10
m

で
す。

大
変
な
難
工

事
で

あ
り、

犠
牲
者
も
出
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す。

彼
の
人
格
者
故
に
地
元
交

渉
等
が
で
き
た
の
で
す。

初
瀬
井
路
の
開
削
に
尽
力
し
た
。

清
水
与
兵
衛、

大
山
助
左
衛
門
に
も
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
を
深
く
す
る
も
の
で
す。

最
後
に
結
び
と
し
て
天
才
科
学
者

ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
は
語
る、

そ
の
言
菓
を
記
そ
う。

悪
い

者
が
国
を
滅
ぼ
す
の
で
は
な
い．

そ
れ
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
人

是
に
て、

【
初
瀬
河】

は
日
根
野
織
部
正
吉
明
公
が
名
付
け
ら
れ
た
事
に

間
違
い
な
い
。
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裏
表
紙

大
分
縣
豊
後
国
大
分
郡
賀
来
村
大
字
国
分
4
0
5

番
地

麻
生
権
平
所
有

祖
父
の
職
業

祖
父
は
30
歳
前
後
に 、
安
部
家
に
養
子
と
な
っ
た
よ
う

で

あ
る、
高
祖
父 、

曽
祖
父
共

に

養
子

で

あ
る。

屋
号
は
「
今
津
留」

で

あ
り
ま
す 。

故

に

我

が

家
は
下
ん
屋
敷

で

す 。

代
々
村
会
議
員 、

学
務 、

農
地 、

水
利
委
員 、

社
寺
総
代
長
等
歴
任
と

墓
碑
に 、

無
歴
撰 、

母
家
の
伯
父
は 、

町
会
議
員 、

市
会
議
員 、

初
瀬
井

路
理
事 、

理
事
長 、

農
協
理
事
等
役
員

を

40
年
近
く
続
け、

元
町
の
「
蓮

華
の
杜」

完
成
後
引
退
後
わ

が

中
尾
よ
り
代
表
理
事

現 、

初
瀬
井
路
理

事
長
は 、

私
と
ふ
た
い
と
こ
に
あ
た
る
人

で

す 。

祖
父
は 、

後
述
す
る

が

、

滝
吉
弘
の
部
下
と
し
て
測
量
図
等
の
技
術
者

で

あ
っ
た
よ
う

で

あ
る。

中

尾
の
井
野

辺病
院
の
近
く
に 、

令
和
4
年
度
県
営
圃
場
整
備
工
場
と
し
て

9
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
土
地

に

、

清
川
村

に

て
稼
働
中
の
菊
栽
培
団
地 。
（
有）

お
花
屋
さ
ん
「
ぶ
ん
ご
清
川」

と
し
て
6,
0
0
0
坪
9
棟

に

て
菊
栽
培
団

地
建
物
□
h
a 、
年
間
2
7
0
万
本

を

栽
培 、
全
国
に
発
送
と

の
事

で

あ
る。

没

表
紙

明
治
26
年

諸
事
控
帳

持
主

慶
應
2
年

昭
和
24
年

旧
10
月
19
日

哀辺
ー

A

短辺ー B

測鼠必携かもしれません。

長辺ー A

に

対して短辺ー Bの

比率

を

掛ければ面積計算

が

で

きる

長
辺

ー A

11 X 

12X 

98X 

99X 

短辺＝B

90.909 

83.333 

10.204 

10.101 

10,000 

10,000 

10,000 

10,000 

1
9
4
9
年

82
歳

3

面
積
計
算

レJ卜一メ方平

←-]←胄←五 ［

生

1
8
6
7
年

団

私
の
祖
父
安
部
権
平
（
け
ん 。へ
い
）

諸
事
控
帳

祖
父
の
書
付
け
は 、

使
い
方
と
し
て
は

諸
事
控
帳
の
検
索
に
つ
い
て

フ
カ
サ

ヒ
ロ
サ
一
尺
五
分
六
厘一
二
毛

五
寸
八
分
二
厘――
毛

フ
カ
サ

ヒ
ロ
サ

八
寸
三
分
七
厘
八
毛

四
寸
六
分一
厘
六
毛

ヒ
ロ
サ

四
寸
五
分

フ
カ
サ

ニ
寸
七
分

ヒ
ロ
サ

フ
カ
サ

一
寸
二
分一
厘

一
寸
二
分
五
厘
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明
治
弐
拾
四
年
旧
式
月
拾
式
日

国
分
村
内

上
下
田
反
別
計
記

七
拾
七
町
四
反
六
畝
八
歩

上
反
別
計
記

下
反
別
計
記

地
租
金

四
拾
五
町
三
反
六
畝
拾
四
歩

三
拾
弐
町
零
反
九
畝
弐
拾
四
歩

五
拾
五
円
二

拾
六
銭
式
厘

金
千
八
百
四
拾
三
円
七
拾
三
円
七
拾
九
銭

※
現
在
の
水
利
（
灌
漑）

面
積
は
2
0
4
町
歩
で
す。

西
大
分
村

大
分
村

宅
地
反
別
総
合
計
記

地
代
償
金

荏
隈
村

豊
府
村

六
町
零
反
五
畝
拾
三
歩

石
城
川
村

由
布
川
村

山
林
反
別
総
合
計
記

地
代
償
金

地
租
金

五
円
八
拾
七
銭

賀
来
村

拾
町
六
反
四
畝
四
歩

弐
百
三
拾
式
円
四
拾
銭

当
時
の
水
利
（
灌
漑）

面
積

九
百
六
拾
五
町
八
畝
五
分

挟
間
村

内
訳

地
租
金

惣
迎
金

惣
反
別
川
畑
林
・

総
計

一

百
拾
五
町
七
反
一

畝
十
八
歩

四
万
四
千
五
百
三
拾
三
円
六
拾
二

銭

千
百
三
拾
円
六
拾
八
銭
壱
厘

明
治
式
拾
三
年
・

水
利
（
灌
漑）

面
積

以
上

「
初
瀬
井
路
普
通
水
利
組
合
設
立
」、

初
代
管
理
者
は
郡
長
滝
吉
弘
で
あ
り、

滝
廉
太
郎
の
父
で
あ
る
。

（
廉
太
郎
十
一

歳）

毎
年
の
収
穫
高

百
三
十
九
町
九
反
五
畝
二

分

百
九
十
七
町
三
畝
五
分

三
拾
式
町
五
反
三
畝

九
町
二

反
七
畝

百
五
拾
町
八
反
三

畝
二

分

百
六
拾
三
町
七
反
拾
四
畝
七
分

百
五
拾
三
町
九
反
九
畝
拾
七
分

百
拾
六
町
六
反
五
畝
十
一

分

二

万
四
千
百
二

十
七
石
米

六
百
七
十
石
麦
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顔
料
は
岩
絵
ノ
具
使
用
で
あ
る。

観
音
淵
か
ら
生
石
名
ま
で
千
五
百
分
ノ
ー

に
て
作図

安

部

権

平も
関

与し
た
の
で

あ

ろう

測
量
図

祖父

疇

□
疇

／

：
I9バI

'1
\ \ 

\\
、 11

/

-
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志
た

人
数

領
民
施
工
部
は

此
飯
米

一

四
石
一

斗
四
升
五
合

作
料
取、

大
工、

か
じ、

お
が

八
二
六
八
間

井
手
口
よ
り
東
院
川
迄
（
八
二
六
八
間）

七
九
八
ニ――一
人

1

0
ヶ

村
分

ニ
八
一

0
人
（
大
鋸）

樵
の
こ
と

六
―
―
一

石
八
斗
六
升
一

合

合
人
数

合
計

人
数

一

八
八
六
人

本
線
よ
り
井
樋
（
い
び
）

を
作
り
土
手
よ
り
下
の

用
水
路
と
管
理
道
田
圃

の
造
成
い
わ
ば
圃
場
整
備
も
行
な
っ

て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

数
量
の
集
計

合
此
飯
米
合
計

九
―
――1
0
二

人

間
数

1

0
六
七
七
間

此
飯
米

五
九
八
石
七
斗
一

升
六
合

こ
と
で
あ
り、

水
路
工

事
本
体
で
あ
ろ
う。

志
た、

と
は、

1

0
ヶ

村
の

本

間
数

人
数

従
っ

て
こ
の

文
書
よ
り
読
み
下
し
て
見
た
時、

本
と
は、

井
手
本
線
の

新
起
田

―
―

町
九
反
三
畝

初
瀬
川
（
榛
木
井
出）

大
石
家
文
書
府
内
藩
井
手
書
上、

宝
永
三
年
七
月

畠
成
田

六
三
町
二

反
二

畝
二
四
歩

同 古
田

五
0
町
九
反
六
畝
二
七
歩

よ
っ

て
次
に
述
べ

る
。

反
数

村

初

瀬

井

路
史
（

昭

和

四

十
一

年
）、

一

を
三
と
間
違
っ

て
解
釈
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

り
五
十
七
年
後
に
書
か
れ
た、

大
石
家
文
書
「
府
内
藩
井
手
書
上
」

宝
永

三
年、
（
一

七
0
七
）

工
事
に
関
し
て、

精
密
な
文
書
が
あ
る
。

長
さ、

人
数、

飯
米、

作
業
取、

家
中
（
藩
お
抱
え
分）

等
の
記
録
で
す。

大

分

市

史
（

昭

和―――

十

年
）
、

九――――
1

0
二

人
は、

此

飯
米
人
数

慶
安
三
年
に
「
初
瀬
川
」、

諸
氏
の
夫
員
数、

九一
ニ
ニ

0―
一
人
と
な
り
清

水
与
兵
衛
は
日
根
野
公
に
答
え
た
と
言
う
事
が、

昭
和
三

十
年、

大
分
市

史、

及
び
昭
和
四
十
一

年、

初
瀬
井
路
史
に、

書
い
て
い
ま
す。

通
水
よ

合

御
手
大
工、

五
貫
二
三
八
匁
五
分

家
中
（
藩
お
抱
え
分）

は
お
が、

志
や
く
わ
ん、

初
瀬
井
手
下

九
一

三
0
二

人

一

五
七
町
二

反
一

畝

人
数
六
七
八
三
人

匁
七
分

メ
銀

団

あ
と
が
き

鉄、

釘、

か
す
が
い、

漆
喰、

炭、

横
皮、

代
銀

作
料
取
代

銀
二

貰
四
五
五
匁
八
分

八
四
二

石
三
斗
三

升―――

合

四
0
町
一

畝
一

五
歩

二

貫
七
八―
―

足
軽、

御
小
人

天
水、

井
手
下
成

右
よ
り
田
上
井
手
縣
り

- 4 9 -



本
井
路

間
数

八
二
六
八
間

の
で
誠
に
幸
運
な
工
事
で
あ
っ
た 。

り

工
事
期
間
中
大
事
故
に
依
る
犠
牲
者
の
記
録
口
伝
も
な
い
様
で
あ
る

工
事
日
数
四
十
六
日
間
で
あ

終
り

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う 。

り
大
分
市
東
院
ま
で）

を
す

る 。

計
八一
七
0
九
人

（
七
合
五
勺）

長
宝
水 、

永
宝
水
等
の
支
給
飯
米
は
七
合
と
言
わ
れ
て
い
た
が
七·
一
％
多

く
支
給
し
て
い
る
こ
と
は 、

作
業
の
督
励
す
る
為
の
も
の
で
あ
ろ
う 。

作

代
銀
二
貫
四
五
匁
五
分

＊
銀一
匁
を
江
戸
時
代
そ
ば
一
杯
五
0
0
円
と
し
た
時――― ‘-―1
0
0
円
／
匁

以
上
の
事
か
ら
領
民
よ
り
も
玄
米
は
ニ
・

六
七
倍
支
給 、

着
工
一
月
十
三
日

初
瀬
井
手
ま
と
め

完
成
二
月
二
十
八
日

一
五 、
0
四
八
m

日
当
は
無
給
に

対
し
て
二
八
六
七
円 、

領
民
の
内
か
ら
技
術
の
あ
る
人
は
多
く
採
用
し
た

大
分
市
生
石
ま
で）

と
補
水

線
（
由
布
市
挟
間
町
向
原
よ

八

一
・
四
0
0
0
円
／―-
八一
0
人
11

ニ
八
六
七
円

ニ
・

四
五
八
x
三
三
0
0
11

八―
―
―
•
四
0
0
0
円

幹
線
（
由
布
市
庄
内
町 、

九

電
楔
木
ダ
ム
取
入
口
よ
り、

十
条

本
土
地
改
良
区
の
用
水
路
は 、

計
算
式

五
四
八
五
七
石
／
二
八一
0
人
11

O·
O一
九
五
11

約
二
升
／
人

五
十
年
四
八
0
町

平
成
二
十
九
年
ニ
ニ
五
町

0・
ニ
三

現
在
の
用
水
路
（
第
三
章
用
水
路）

人
達

大
工

樵

II 

0•
五
0

業
取
と
あ
る
は
技
術
集
団
の
事
で
あ
り
鍛
冶 、

タ
ガ
ネ
や
石
ノ
ミ
を
造
る

II 

四
十一
年
六
三
0
町

O·
六
五

昭
和
三
十
年
八
六
0
町

0•
八
九

位 置 開渠 慶安・
隧道 慶安・

計 慶安・
付 記 年度元禄 元禄 元禄計

榛木ダム
ー、二、三方張より東院 13,590 2,340 15,930 15,048 1,650 

幹 まで コンクリ ー ト

線 宮苑取入
隧道巻立コン

口より末 11,530 1,750 13,280 1,583 
流まで クリ ー ト

；I 
渦河原取
入口より 4,430 7,109 2,720 928 7,150 8,035 1,694 
東院まで

明
治
二
十
三
年

故
に 、

領
民
は
無
給
で
あ
り、
一
日
玄
米
の
支
給
は
七
合
五
尺
で
あ
っ
た 。

銀

＊
計
算
式

六
―
二
八
六
一
石
／
八一
七
0
九
人
11

0·
0
0
七
五
0

飯
米

領
民
飯
米

” 

計
六
―
二
石
八
斗
六
升一
合

総
人
数

領
民
人
数

本
＋
志
た

下
（
枝）

井
路

九
六
五
町
八
畝
五
歩
(

1

·
0
0
と
し
た
時
の
指
数）

九一
三
0
二
人

八
四
二
石
三
斗一
升
五
合

五
貫
二
三
八
匁
五
分

間
数

1
0
六
七
七
間

一
九 、
四
三
二
m

（蛍佑はm)
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